
76KOMEI　2016. 1177 「文化」の現場を歩く

大
輔（
１
９
８
５
年
生
ま
れ
）。「
こ
の
体
で
す
か

ら『
適
任
者
』と
依
頼
さ
れ
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
お
引
き
受
け
し
た
。
商
店
街
に
は
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
の
で
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。
北

川
は
、
同
通
に
面
し
た
民
間
の
王
子
小
劇
場
で

芸
術
監
督
を
務
め
て
お
り
、
劇
場
主
催
の
落
語

会
に
対
し
て
商
店
街
の
協
賛
を
得
て
い
る
。
地

元
の
お
付
き
合
い
は
大
切
に
、と
い
う
わ
け
だ
。

王
子
小
劇
場
は
１
９
９
８
年
７
月
に
開
館

し
た
。
10
階
建
て
ビ
ル
の
地
下
１
階
に
設
け
ら

れ
て
お
り
、
階
段
を
降
り
て
い
く
と
、
広
さ
70

平
方
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
の
劇
場
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
。
木
製
床
の
フ
ラ
ッ
ト
な
「
平

土
間
づ
く
り
」
で
あ
る
。
仮
設
の
客
席
を
１
０

０
ほ
ど
設
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。

◆
民
間
設
立
の
劇
場

同
ビ
ル
は
、
電
設
資
材
卸
の
佐
藤
電
機
（
１

９
３
３
年
創
業
）
が
所
有
す
る
旧
本
社
及
び
ア

イ
ロ
ン
製
造
工
場
跡
で
あ
る
。
10
階
建
て
の
ビ

ル
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
１
階
は
電
化
製
品

売
り
場
、
２
階
は
起
業
を
目
指
す
若
手
の
支
援

施
設
、
３
～
10
階
は
住
居
と
し
た
。
小
劇
場
は

地
下
１
階
に
配
置
し
た
。社
長
の
佐
藤
行
雄（
１

９
４
４
年
生
ま
れ
）
は
「
か
つ
て
王
子
は
工
場

◆
巨
漢
の
サ
ン
タ
さ
ん

身
長
１
・
85
メ
ー
ト
ル
、
体
重
１
０
０
キ
ロ

超
。
東
京
・
北
区
の
Ｊ
Ｒ
王
子
駅
前
を
南
北
に

走
る
国
道
１
２
２
号
線
沿
い
の
商
店
街
に
大
柄

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
現
れ
た
。
２
０
１
５
年
12

月
24
日
の
午
後
の
こ
と
。
サ
ン
タ
は
集
ま
っ
て

き
た
子
供
た
ち
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
優
し
く
手

渡
し
て
い
っ
た
。
地
元
商
店
街
に
よ
る
歳
末
売

り
出
し
の
一
環
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
実
施
さ

れ
、
一
定
の
数
を
集
め
る
と
お
菓
子
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
。
サ
ン
タ
役
を
務
め
た
の
は
北
川

地
帯
で
、
若
い
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

近
年
寂
し
く
な
っ
た
の
で
人
通
り
を
増
や
し
た

か
っ
た
」
と
話
す
。
商
店
街
組
合
振
興
会
の
理

事
（
現
在
は
理
事
長
）
と
し
て
地
元
振
興
を
目

指
し
た
。
区
議
や
議
長
を
務
め
た
創
業
者
の
父

が
戦
争
直
後
、「
子
ど
も
た
ち
に
礼
儀
作
法
を

教
え
た
い
」
と
柔
道
場
を
設
置
し
て
地
域
住
民

に
開
放
し
た
よ
う
に
、
同
社
に
は
地
域
貢
献
活

動
の
伝
統
が
あ
る
か
ら
だ
。
２
０
０
８
年
に
は

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
の
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
を
受

賞
し
た
。

劇
場
の
特
色
は
主
に
三
つ
あ
る
。
一
つ
に
は

職
員
９
人
全
員
が
劇
団
関
係
者
で
あ
る
こ
と
。

二
つ
に
使
用
希
望
劇
団
の
公
演
を
原
則
と
し
て

す
べ
て
審
査
す
る
こ
と
。
三
つ
目
に
は
若
手
劇

団
の
育
成
に
徹
し
て
き
た
こ
と
。
芸
術
監
督
の

北
川
自
身
、
劇
団
「
カ
ム
ヰ
ヤ
ッ
セ
ン
」
主
宰

者
で
作
・
演
出
を
手
が
け
る
。
８
月
末
ま
で
職

員
だ
っ
た
、
つ
く
に
う
ら
ら
（
１
９
９
１
年
生

ま
れ
）
も
劇
団
「
カ
ミ
グ
セ
」
主
宰
者
だ
。
彼

女
は
「
同
世
代
の
演
劇
人
は
ラ
イ
バ
ル
な
の
で

お
金
や
契
約
の
こ
と
な
ど
は
聞
き
づ
ら
い
。
そ

の
点
こ
こ
で
は
同
僚
同
士
で
率
直
に
相
談
し
あ

え
る
。
情
報
は
利
用
す
る
若
手
劇
団
に
も
伝
わ

る
利
点
が
あ
る
」
と
率
直
に
話
し
た
。

審
査
制
を
採
用
し
た
の
は
、
尖
っ
た
表
現
を

す
る
劇
団
を
見
つ
け
て
優
先
的
に
使
っ
て
も
ら

い
、
世
に
問
い
た
い
と
願
っ
た
か
ら
だ
。
た
だ

の
貸
し
館
に
し
た
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
早

稲
田
の
学
生
ら
で
結
成
し
た
「
ポ
ツ
ド
ー
ル
」

は
２
０
０
１
年
に
同
劇
場
で
初
上
演
を
し
た
の

ち
常
連
に
。
主
宰
の
三
浦
大
輔
が
演
劇
界
の
芥

川
賞
で
あ
る
岸
田
國
士
賞
を
受
賞
し
た
。「
演

劇
人
の
青
田
買
い
劇
場
」と
新
聞
に
評
さ
れ
た
。

若
手
支
援
の
た
め
に
劇
場
使
用
料
を
最
安
値
で

１
週
間
39
万
円
な
ど
と
抑
え
目
に
設
定
す
る
。

さ
ら
に
演
劇
賞
を
設
け
た
り
、
ユ
ー
ス
演
劇
祭

を
開
い
た
り
…
…
。
中
高
生
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
に
も
取
り
組
む
。

◆
ユ
ニ
ー
ク
な
芸
術
監
督

開
館
以
来
、
長
い
あ
ご
髭
姿
の
玉
山
悟
（
１

９
７
４
年
生
ま
れ
）
が
劇
場
代
表
を
務
め
た
。

劇
団
の
役
者
を
経
て
20
代
前
半
で
社
長
の
佐
藤

と
知
り
合
い
、
運
営
役
に
請
わ
れ
た
。
２
０
１

０
年
に
は
芸
術
監
督
に
就
任
。
劇
場
の
基
盤
を

築
い
た
。
し
か
し
若
手
支
援
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
「
芸
術
監
督
も
若
く
な
く
て
は
」
と
40
歳
定

年
制
を
自
ら
言
い
出
し
、
範
を
示
し
て
２
０
１

４
年
に
退
職
。
２
代
目
と
し
て
巨
漢
の
北
川
が

継
い
だ
。

北
川
は
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
鹿
児
島
ラ
・
サ

ー
ル
高
校
を
卒
業
。
東
京
大
学
文
科
一
類
に
入

学
後
に
演
劇
に
目
覚
め
、
劇
団
綺
畸
に
入
団
し

た
。
大
学
構
内
に
設
け
ら
れ
た
駒
場
小
空
間
と

い
う
平
土
間
で
活
動
を
展
開
し
た
。
劇
団
夢
の

遊
眠
社（
野
田
秀
樹
主
宰
）が
公
演
し
た
駒
場
寮

の
跡
地
で
、
廃
寮
後
に
新
し
く
設
置
さ
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
。
同
空
間
は
学
生
主
導
で
運
営

さ
れ
て
き
た
。
北
川
は
３
年
生
か
ら
は
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
職
（
正
式
名
称
は
多
目
的
ホ
ー
ル
総
務

部
議
長
）
に
就
任
。
４
年
間
、
同
空
間
の
運
営

を
切
り
盛
り
し
た
。「
場
の
管
理
と
い
う
仕
事

に
魅
せ
ら
れ
た
。
人
が
集
ま
る
真
ん
中
で
働
け

る
こ
と
が
幸
せ
と
感
じ
た
。
人
々
を
出
会
わ
せ

る
試
み
が
楽
し
く
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
と

は
い
え
、勉
学
が
疎
か
に
な
り
、２
０
１
１
年
に

教
養
学
部
地
域
文
化
学
科
を
中
退
。翌
年
、職
員

公
募
に
応
じ
て
王
子
小
劇
場
に
採
用
さ
れ
た
。

芸
術
監
督
は
芸
術
表
現
に
加
え
て
財
務
の

面
倒
も
見
る
。
北
川
に
よ
る
と
同
劇
場
の
支
出

は
年
間
２
５
０
０
万
円
。
収
入
が
少
な
い
年
で

２
０
０
０
万
円
、
多
く
て
も
２
３
０
０
万
円
。

数
百
万
円
の
赤
字
体
質
で
あ
る
。
黒
字
に
な
っ

た
の
は
開
館
以
来
一
度
だ
け
。
稼
働
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
だ
が
、
使
用
す
る
若
手
劇
団
の
支
払

まちづくり

第4回

東
京
・
北
区
の
民
間
シ
ア

タ
ー「
王
子
小
劇
場
」

「
演
劇
の
ま
ち
」を
目
指
し
た
取
り
組
み

王子小劇場の内部。地下にこんな芸術空間があるとは…。国道に面し
た地上の出入口からは分からない
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い
能
力
を
考
え
る
と
、使
用
料
値
上
げ
は
無
理
。

こ
の
た
め
職
員
人
件
費
の
20
％
を
削
っ
た
。
外

部
の
寄
付
を
求
め
た
。
親
会
社
の
理
解
で
赤
字

を
補
て
ん
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
劇
場
命
名
権

の
販
売
を
図
っ
た
。

◆
演
劇
を
巡
る
官
と
民
の
連
携

同
劇
場
が
２
０
１
１
年
に
中
高
生
向
け
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
始
め
た
際
、
国
道
を
挟
ん

で
１
０
０
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る
北
区
文
化
振
興

財
団
に
生
徒
募
集
協
力
を
求
め
た
。
以
来
、
劇

場
と
財
団
の
交
流
が
本
格
化
し
た
。
財
団
事
業

係
主
査
の
武
藤
洋
（
１
９
６
９
年
生
ま
れ
）
は

「
至
近
距
離
な
が
ら
官
と
民
の
心
理
的
距
離
は

決
し
て
近
く
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
武
藤

は
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
パ
リ
に
３
年
間
留
学

し
て
パ
リ
第
３
大
学
の
演
劇
研
究
所
で
学
ん
だ

経
験
を
持
つ
。静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー（
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
）
制
作
部
に
勤
務
し
て
い
た
経
験
も
あ

っ
た
だ
け
に
、
演
劇
を
愛
す
る
心
が
動
か
さ
れ

た
。「
一
緒
に
何
か
や
り
た
い
」
と
感
じ
た
。

王
子
小
劇
場
が
主
催
し
た
２
０
１
４
年
の

演
劇
祭
で
、
武
藤
は
区
立
施
設
を
会
場
に
加
え

る
案
に
協
力
、
上
司
に
諮
っ
て
使
用
を
認
め
て

も
ら
っ
た
。
同
年
、
同
劇
場
で
北
川
作
・
演
出

の
作
品
「
未
開
の
議
場
」
を
見
て
感
激
。「
北

区
で
育
て
て
全
国
ツ
ア
ー
に
出
し
た
い
」
と
決

意
し
た
。
外
国
人
住
民
が
地
元
祭
礼
に
参
加
す

る
の
を
認
め
る
か
を
話
し
合
う
異
例
の
議
論
劇

だ
。
２
０
１
６
年
に
実
行
委
員
会
を
結
成
し
出

演
者
を
公
募
。
区
立
文
化
・
産
業
施
設
で
あ
る

北ほ
く

と
ぴ
あ
内
に
設
け
ら
れ
た
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

で
８
月
26
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
上
演
し
た
。

市
民
参
加
型
と
し
て
は
異
例
の
12
公
演
な
が
ら

客
席
は
80
％
ほ
ど
入
っ
た
。

北
川
に
よ
る
と
、
応
募
35
人
の
う
ち
12
人
を

選
ん
だ
。
65
歳
以
上
が
４
人
含
ま
れ
て
い
た
。

北
区
の
高
齢
化
率
は
東
京
23
区
の
な
か
で
最
高

で
、
人
口
約
32
万
人
の
う
ち
65
歳
以
上
が
25
・

４
％
を
占
め
る
（
２
０
１
５
年
１
月
現
在
）。

北
川
や
武
藤
は
「
シ
ニ
ア
の
方
々
に
演
劇
の
魅

力
を
伝
え
た
い
」
と
願
う
一
方
で
、「
若
い
演

劇
関
係
者
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
で
北
区
の
可

能
性
が
広
が
る
」
と
も
期
待
す
る
。

王
子
界
隈
に
は
計
九
つ
の
演
劇
関
連
施
設

が
集
中
す
る
。
同
劇
場
に
加
え
て
80
メ
ー
ト
ル

北
側
の
稽
古
場
「
王
子
ス
タ
ジ
オ
No
１
」
の
民

間
二
つ
、
さ
ら
に
北
と
ぴ
あ
内
の
大
小
６
ホ
ー

ル
、
旧
中
学
校
校
舎
を
活
用
し
た
区
立
稽
古
場

の
行
政
七
つ
で
あ
る
。〈
演
劇
の
ま
ち
〉
と
い

え
ば
世
田
谷
区
・
下
北
沢
が
知
ら
れ
る
が
、
王

子
が
新
た
に
名
乗
り
を
挙
げ
た
。
東
京
一
極
集

中
の
弊
害
が
叫
ば
れ
る
け
れ
ど
、
都
心
部
と
外

縁
部
に
文
化
的
落
差
が
あ
る
の
も
事
実
。
都
心

で
な
い
北
区
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
注
目
し

た
い
。（
敬
称
略
）

＊　
　

＊　
　

＊

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
閉
幕
式
の
８
月

22
日
（
日
本
時
間
）。
次
の
東
京
大
会
（
２
０

２
０
年
）
に
向
け
た
フ
ラ
ッ
グ
・
ハ
ン
グ
オ
ー

バ
ー
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
五
輪
旗
が

着
物
姿
の
都
知
事
に
渡
さ
れ
、
大
き
く
振
ら
れ

た
直
後
、
会
場
に
日
本
の
若
者
た
ち
が
飛
び
出

し
て
き
て
、
映
像
あ
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
、
音
楽

あ
り
の
素
敵
な
シ
ョ
ー
を
披
露
し
た
。
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と

を
実
感
し
た
。
同
大
会
ま
で
の
４
年
間
、
日
本

各
地
で
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。
文
化
庁
は
「
20
万
件
」
を
目
標
に
掲
げ

た
基
本
構
想
を
公
表
し
、
自
治
体
も
準
備
を
始

め
た
。
実
現
の
た
め
に
は
官
と
民
の
連
携
が
必

要
だ
。
資
金
調
達
に
加
え
、
企
画
や
実
施
の
で

き
る
人
材
の
養
成
、場
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
う
思
う
と
き
、
各
地
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
く
本
連
載
の
重
要
性
を
か
み
し
め
た
。


